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な

ぜ

今

、

少

人

数

私

募

債

（

以

下

私

募

債

と

い

う

）

な

の

か

、

前

回

、

紙

面

の

都

合

上

述

べ

る

こ

と

が

で

き

な

か

っ

た

。

そ

れ

は

一

言

で

言

え

ば

、

中

小

企

業

に

と

っ

て

メ

リ

ッ

ト

が

沢

山

あ

る

か

ら

に

他

な

ら

な

い

。 

 

ま

ず

第

一

は

、

銀

行

交

渉

が

不

要

な

こ

と

に

あ

る

。

銀

行

に

融

資

を

申

し

込

む

と

、

色

々

な

書

類

の

提

出

を

要

求

さ

れ

る

。

歩

積

み

や

拘

束

預

金

も

言

わ

れ

る

か

も

し

れ

な

い

。

私

募

債

は

直

接

金

融

ゆ

え

、

こ

れ

ら

全

て

不

要

で

あ

る

。 

 

第

二

は

、

私

募

債

は

証

券

取

引

法

の

適

用

除

外

要

件

で

あ

り

、

煩

雑

で

面

倒

な

行

政

手

続

が

不

要

な

こ

と

。

従

っ

て

担

保

も

不

要

。 

 

ま

た

、

貸

し

渋

り

の

時

代

に

資

金

調

達

の

多

様

化

が

図

ら

れ

、

投

資

家

・

取

引

先

の

信

用

力

を

高

め

る

こ

と

に

も

な

る

。 

 

銀

行

借

入

だ

と

、

直

ぐ

に

待

っ

た

な

し

の

毎

月

返

済

が

始

ま

る

が

、

私

募

債

は

償

還

期

限

が

来

る

ま

で

、

元

本

の

返

済

が

な

い

た

め

、

安

定

し

た

中

長

期

の

資

金

確

保

が

で

き

る

。

ま

た

預

金

の

拘

束

も

な

く

、

社

債

の

利

息

は

通

常

年

一

回

の

後

払

い

、

実

質

金

利

は

高

く

な

ら

な

い

。

社

債

利

息

は

全

額

損

金

だ

が

、

増

資

に

よ

る

株

式

配

当

は

、

法

人

税

等

を

払

っ

た

後

の

未

処

分

利

益

の

支

出

で

あ

り

、

調

達

コ

ス

ト

を

比

べ

る

と

最

も

安

価

で

あ

る

。 

社

債

権

者

も

、

超

低

金

利

で

あ

る

預

金

よ

り

は

、

縁

故

債

の

方

が

メ

リ

ッ

ト

あ

る

こ

と

も

見

逃

せ

な

い

。 

少

人

数

私

募

債

、

十

分

、

検

討

の

余

地

あ

り

と

思

う

が

い

か

が

な

も

の

か

。 


